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阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 基礎数学１
科目基礎情報
科目番号 0101 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 4

教科書/教材 「高等学校　数学Ⅰ、数学Ⅱ」（数研出版）/「新課程チャート式基礎と演習　数学Ⅰ＋A、Ⅱ＋B」、「はぎ取り式練習
ドリル　数学Ⅰ、数学Ⅱ」（数研出版）

担当教員 田上 隆徳
到達目標
１．多項式の基本的な計算ができる。
２．２次関数について理解し、具体的な事象の考察や２次不等式を解くことなどに活用できる。
３．三角比の意味について理解し、具体的な事象の考察に活用できる。
４．三角関数について理解し、その計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
和や積の組み合わせを工夫して、
式の展開や因数分解を行うことが
できる。

多項式の基本的な計算ができる。 多項式の基本的な計算ができない
。

評価項目2
具体的な事象に対し、２次方程式
や２次不等式を用いて、問題を解
決することができる。

２次関数について理解し、２次方
程式や２次不等式を解くことがで
きる。

基本的な２次方程式や２次不等式
を解くことができない。

評価項目3
具体的な事象に対し、三角比およ
び正弦定理・余弦定理を用いて、
問題を解決することができる。

三角比の意味について理解し、基
本的な三角比および正弦定理・余
弦定理を用いた計算ができる。

基本的な三角比を求めることがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
数学は工業高専において根幹となる科目である。基礎数学１では、方程式と不等式、２次関数、図形と計量及び三角関
数について基礎的な知識と技能を習得する。また、それらを的確に活用する能力を養い、数学的な見方や考え方を身に
つける。

授業の進め方・方法

注意点
１．授業に集中し、効率的に学習する方法を確立する。
２．数学力の定着には、日々の予習復習が必要不可欠である。積極的に取り組むこと。
３．定期試験と数学実力試験は同等に扱う。また提出物および小テストの状況も重視される。
４．提出物の期限は厳守すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 基礎学力試験
2週 方程式と不等式 整式の加法、減法、乗法ができる。
3週 方程式と不等式 整式の加法、減法、乗法ができる。
4週 方程式と不等式 因数分解ができる。
5週 方程式と不等式 因数分解ができる。
6週 方程式と不等式 根号を含む計算ができる。
7週 方程式と不等式 根号を含む計算ができる。
8週 方程式と不等式 １次不等式を解くことができる。

2ndQ

9週 前期中間試験
10週 ２次関数 ２次関数の最大・最小を求めることができる。
11週 ２次関数 ２次関数の最大・最小を求めることができる。
12週 ２次関数 ２次方程式を解くことができる。
13週 ２次関数 ２次方程式を解くことができる。
14週 ２次関数 ２次不等式を解くことができる。
15週 ２次関数 ２次不等式を解くことができる。
16週

後期

3rdQ

1週 図形と計量 正弦・余弦・正接およびその相互関係を理解している
。

2週 図形と計量 正弦・余弦・正接およびその相互関係を理解している
。

3週 図形と計量 正弦・余弦・正接およびその相互関係を理解している
。

4週 図形と計量 正弦定理・余弦定理を理解している。
5週 図形と計量 正弦定理・余弦定理を理解している。
6週 図形と計量 正弦定理・余弦定理を理解している。
7週 図形と計量 三角比を用いて三角形の面積を求めることができる。
8週 図形と計量 三角比を用いて三角形の面積を求めることができる。

4thQ

9週 後期中間試験

10週 三角関数 弧度法および一般角の三角関数について理解している
。

11週 三角関数 弧度法および一般角の三角関数について理解している
。



12週 三角関数 三角関数の性質とグラフについて理解している。
13週 三角関数 三角関数の性質とグラフについて理解している。
14週 三角関数 加法定理を理解している。
15週 三角関数 加法定理を理解している。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 0 0 0 10 0 100
基礎的能力 90 0 0 0 10 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 数学A
科目基礎情報
科目番号 0102 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 「高等学校　数学A、数学Ⅰ、数学Ⅱ」（数研出版）/「新課程チャート式基礎と演習　数学Ⅰ＋A、Ⅱ＋B」、「はぎ取
り式練習ドリル　数学A、Ⅰ、Ⅱ」（数研出版）

担当教員 田上 隆徳
到達目標
１．場合の数を、順列や組み合わせと関連して理解し整理できる。
２．確率を集合との関係でとらえて計算できる。
３．指数関数及び対数関数について理解し、その計算ができる。
４．命題という概念を理解し、命題の真偽が判定できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 場合の数、順列や組合せのやや複
雑な計算ができる。

場合の数、順列や組合せの基本的
な計算ができる。

場合の数、順列や組合せの計算が
できる。

評価項目2
具体的な事象に対し、確率を集合
との関係で理解することができ、
やや複雑な計算ができる。

確率を集合との関係で理解するこ
とができ、基本的な計算ができる
。

確率を集合との関係で理解するこ
とができない。または、基本的な
計算ができない。

評価項目3 指数関数及び対数関数について理
解し、やや複雑な計算ができる。

指数関数及び対数関数について理
解し、その基本的な計算ができる
。

指数関数及び対数関数について理
解できない。または、基本的な計
算ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
数学は工業高専において根幹となる科目である。集合や命題の学習を通して論理的な思考を身につけ、場合の数や確率
を通して、日常の中に現れる数学を学ぶ。また、指数関数・対数関数について学び、事象を数学的に考察し処理する能
力とそれらを活用する態度を育てる。

授業の進め方・方法

注意点
１．授業に集中し、効率的に学習する方法を確立すること。
２．数学力の定着には、日々の予習復習が必要不可欠である。積極的に取り組むこと。
３．定期試験と数学実力試験は同等に扱う。また提出物および小テストの状況も重視される。
４．提出物の期限は厳守すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 集合 集合について理解している。
2週 集合 補集合とド・モルガンの法則を理解している。
3週 場合の数と確率 集合の要素と個数を理解している。
4週 場合の数と確率 集合の要素と個数を理解している。
5週 場合の数と確率 順列の計算ができる。
6週 場合の数と確率 順列の計算ができる。
7週 場合の数と確率 組合せの計算ができる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 場合の数と確率 組合せの計算ができる。
10週 場合の数と確率 確率の基本性質を理解している。
11週 場合の数と確率 確率の基本性質を理解している。
12週 場合の数と確率 独立な試行の確率を求めることができる。
13週 場合の数と確率 独立な試行の確率を求めることができる。
14週 場合の数と確率 反復試行の確率を求めることができる。
15週 場合の数と確率 反復試行の確率を求めることができる。
16週

後期

3rdQ

1週 指数関数・対数関数 指数法則を理解している。
2週 指数関数・対数関数 累乗根の計算ができる。
3週 指数関数・対数関数 累乗根の計算ができる。
4週 指数関数・対数関数 指数の拡張に関する計算ができる。
5週 指数関数・対数関数 指数の拡張に関する計算ができる。
6週 指数関数・対数関数 指数関数とそのグラフの関係を理解している。
7週 指数関数・対数関数 指数関数とそのグラフの関係を理解している。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 指数関数・対数関数 対数とその性質を理解している。
10週 指数関数・対数関数 対数とその性質を理解している。
11週 指数関数・対数関数 対数関数とそのグラフの関係を理解している。
12週 指数関数・対数関数 対数関数とそのグラフの関係を理解している。
13週 論証 命題と条件について理解している。
14週 論証 論証について理解している。
15週 論証 論証について理解している。



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 0 0 0 10 0 100
基礎的能力 90 0 0 0 10 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 英語１
科目基礎情報
科目番号 0103 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 POLESTAR English Communication Ⅰ,　数研出版,　同準処ナビゲーションノート,　ワークブック Standard フェイ
バリット英単語・熟語＜テーマ別＞コーパス　3000,　東京書籍/英語Aの文法参考書

担当教員 谷中 俊裕
到達目標
１．予習復習を含む着実な英語の学習習慣を身に付ける。
２．教科書の読み物を，100語~200語のパートごとに，重要語句と重要文法事項を意識しながら正確に理解できる。
３．教科書の読み物をややゆっくりめの音声に合わせて英語らしい発音でシャドウイングできる。
４．教科書の読み物で学習した重要語句と語彙集を用いながら，数文の平易な英文で自分の意見を書ける。
５．教科書で学習した題材について，学習した語彙を用いながら，数文の平易な英文で自分の意見を書ける。
ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 未到達レベル

到達目標1
予習復習に加え，自分なりの目標
も決めて英語学習を着実に進める
習慣が身に付いている。

予習復習中心に着実な英語の学習
習慣が身に付いている。

英語学習は予習復習も十分にでき
なかった。

到達目標2
教科書の読み物の英文で学んだ重
要語句・重要文法事項を他の英文
の理解にも応用できる。

教科書の読み物の英文を，パート
ごとに重要語句・重要文法事項を
含めほぼ理解できた。

教科書の読み物の英文について
，理解できないところが多く残っ
ている。

到達目標3
教科書の読物をややゆっくりめの
スピードの音声に合わせ十分英語
らしい発音でシャドウイングでき
る。

教科書の読み物をややゆっくりめ
の音声に合わせ英語として通じる
レベルの発音でシャドウイングで
きる。

教科書の読み物をややゆっくりめ
のスピードでもシャドウイングで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
教科書に収録されているさまざまな題材の読み物の読解演習を通して，正確な読解力と重要語句や重要文法事項を習得
する。同時に，教科書の音読を通して英語の正確な発音と自然なリズムを身に付ける。さらに，学習した題材について
，習得した語彙も用いながら自分の意見を平易な英文で書く練習を通して，英作文力を高める。

授業の進め方・方法

注意点
１．授業には必ず英和辞典（電子辞書可）を持参すること。
２．オリエンテーションで支持するやり方で，十分予習復習と語彙学習を行うこと。
３．特別課題として，長期休暇中の宿題を課します。
４．積極的に英語の資格，数文の平易な英文で自分の意見を書ける。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 学習方法についての理解

2週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

3週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

4週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

5週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

6週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

7週 Lesson1~Lesson3 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

8週 [前期中間試験]

2ndQ

9週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

10週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

11週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

12週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

13週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

14週 Lesson3~Lesson5 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

15週 [前期末試験]
16週

後期 3rdQ

1週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

2週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

3週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。



4週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

5週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

6週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

7週 Lesson6~Lesson8 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

8週 [後期中間試験]

4thQ

9週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

10週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

11週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

12週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

13週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

14週 Lesson9~Lesson10 到達目標の1~5について、全Lessonを題材に学習しま
す。

15週 [後期末試験]
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 0 0 0 25 15 100
基礎的能力 60 0 0 0 25 15 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 保健
科目基礎情報
科目番号 0104 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 現代高等保健体育、大修館書店　/なし
担当教員 佐竹 昌之
到達目標
１．生活習慣病や感染症.、薬物乱用、交通安全などの現代の健康問題とその対策について説明できる。
２．思春期の健康に関すること、健康を支えている保健・医療の仕組みについて説明し活用できる。
３．環境汚染による健康被害を理解し、環境保護について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
生活習慣病や感染症.、薬物乱用、
交通安全などの現代の健康問題と
その対策について説明できる。

評価項目2
思春期の健康に関すること、健康
を支えている保健・医療の仕組み
について説明し活用できる。

評価項目3 環境汚染による健康被害を理解し
、環境保護について説明できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 人間が成長発達しながら生きていくことを理解し、生活習慣病の知識を身につけ生涯を通じて健康を保持増進できる能

力を養う。
授業の進め方・方法

注意点 生涯を通じて健康生活を保持促進するためには、健康についての知識が欠かせません。
健康についての知識を高め、現代社会を生き抜く知恵を学んでください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 生活習慣病とその予防 生活習慣病について説明でき、より良い生活習慣の重
要性を認識できる。

2週 食事・運動・休養と健康 健康的な食生活、健康のための運動、より良い休養に
ついて説明できる。

3週 喫煙・飲酒と健康 喫煙や飲酒を他人事でなく自分たちに
4週 薬物乱用と健康 薬物乱用が心身の健康に及ぼす悪影響を説明できる。

5週 感染症とその予防 性感染症やエイズについて基礎知識を学び予防対策に
ついて説明できる。

6週 交通事故の現状とその要因 交通事故の現状と要因について説明できる。

7週 応急手当と心肺蘇生法 応急手当や心肺蘇生法、熱中症対策についての基本的
な手順を説明できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 思春期と健康 思春期の特徴が説明でき、異性を尊重する態度の必要
性について説明できる。

10週 結婚生活と健康 健康的な結婚生活、受精・妊娠・出産の過程を理解し
、説明できる。

11週 家族計画と人工妊娠中絶 家屋計画の意義や方法について理解し、説明できる。

12週 医療制度・医療品と健康 さまざまな医療機関や医療費が支払われる仕組みにつ
いて説明できる。

13週 環境汚染と健康 大気汚染、水質汚濁、土壌汚染と健康被害について説
明できる。

14週 環境衛生活動のしくみ ゴミ処理と上下水道の整備の現状を理解し、問題点や
対策について説明できる。

15週 食品衛生活動のしくみ 食品の安全を守るために行政や生産者が果たす役割に
ついて説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 体育
科目基礎情報
科目番号 0105 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 なし/なし
担当教員 新井 修
到達目標
１．互い協力し合い、主体的に運動に参加できる。
２．自己の能力に応じて、運動の技能や体力を身につけることができる
３．運動・活動中は安全に留意して行動できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
自己及び、仲間の取るべき行動を
判断し、適切に働きかけながら準
備や活動に参加できる。

自己の取るべき行動を判断し、他
人と互いに協力しながら準備や活
動に参加できる。

自己の取るべき行動が判断できな
い。または他人と協力する姿勢が
みられず、活動に参加できない。

到達目標2
自己の能力を理解し、適切なプロ
グラムを作成して運動の技能や体
力を身につける事ができる。

教員が指示したプログラムに従い
、運動の技能や体力を身につける
事ができる。

教員の指示に従わず、運動の技能
や体力を身につける事ができない
。

到達目標3
活動中、自己のみならず仲間の安
全に留意し、必要に応じて危険を
回避する行動をとる事ができる。

活動中、自己の安全に留意し、必
要に応じて危険を回避する行動を
とる事ができる。

活動中、安全に留意して行動でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　運動を行うことにより、運動することの楽しさや喜びの実感、運動に必要な技能の習得及び、体力の向上を図る。あ

わせて自ら意欲的に運動に取り組む姿勢や、生涯に渡って運動に親しむ態度を育てる。
授業の進め方・方法 　特に本授業では、運動自体を楽しみながら、各運動に必要な技能の習得及び、体力の向上を図ることに重点を置く。

注意点
普段から健康管理を心がけ、風邪などにより授業を見学・欠席することの無いよう気をつけてください。
学校指定の体操服で活動して下さい。
天候等、やむを得ない事情により、実施種目は変更されることがあります。
体育大会は授業時数に含まれますので、欠席しないようにして下さい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 バレーボール バレーボールのルールを理解し説明できる。
2週 バレーボール バレーボールのルールを理解し説明できる。
3週 バレーボール サービス、パス、スパイク等の個人技能を習得する。
4週 バレーボール サービス、パス、スパイク等の個人技能を習得する。
5週 バレーボール 互いに協力し、ゲームを実践できる。
6週 バレーボール 互いに協力し、ゲームを実践できる。
7週 バスケットボール バスケットボールのルールを理解し説明できる。
8週 バスケットボール バスケットボールのルールを理解し説明できる。

2ndQ

9週 バスケットボール パス、ドリブル、シュート等の個人技能を習得する。
10週 バスケットボール パス、ドリブル、シュート等の個人技能を習得する。
11週 バスケットボール 互いに協力し、ゲームを実践できる。
12週 バスケットボール 互いに協力し、ゲームを実践できる。
13週 バドミントン バドミントンのルールを理解し説明できる。
14週 バドミントン バドミントンのルールを理解し説明できる。

15週 バドミントン サービス、ストローク、スマッシュ等の個人技能を習
得する。

16週 バドミントン サービス、ストローク、スマッシュ等の個人技能を習
得する。

後期

3rdQ

1週 バドミントン サービス、ストローク、スマッシュ等の個人技能を習
得する。

2週 バドミントン 互いに協力し、ゲームを実践できる。
3週 バドミントン 互いに協力し、ゲームを実践できる。
4週 卓球 卓球のルールを理解し説明できる。
5週 卓球 卓球のルールを理解し説明できる。

6週 卓球 サービス、レシーブ、スマッシュ等の個人技能を習得
する。

7週 卓球 サービス、レシーブ、スマッシュ等の個人技能を習得
する。

8週 卓球 互いに協力し、ゲームを実践できる。

4thQ

9週 卓球 互いに協力し、ゲームを実践できる。
10週 卓球 互いに協力し、ゲームを実践できる。

11週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。

12週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。



13週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。

14週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。

15週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。

16週 体育大会（前期・後期） 参加する種目で、仲間と協力してゲームを実践できる
。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 小テスト レポート・課題 発表 その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 100 100



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 美術・デザイン
科目基礎情報
科目番号 0106 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 美術１（光村図書）/デザイン基礎（ダヴィッド社）
担当教員 上月 佳代
到達目標
１．観察力、主題の表現、方法を工夫することができる。
２．発想、構想、着想の表現ができる。
３．材料、用具、技法の理解ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
観察力、主題の表現、方法を工夫
し、独自の世界観を作り出すこと
ができる。

観察力、主題の表現、方法を工夫
することができる。

観察力、主題の表現、方法を工夫
することができない。

到達目標2
発想、構想、着想の表現ができ、
独自の世界観を作り出すことがで
きる。

発想、構想、着想の表現ができる
。

発送、構想、着想の表現ができな
い。

到達目標3 材料、用具、技法の理解ができ、
的確に扱うことができる。

材料、用具、技法の理解ができる
。

材料、用具、技法の理解ができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
美術・デザインの専門分野で、創造活動を通して、人間・社会・自然で美的体験を豊かにし、美意識を深め、感性やア
イデアを表現する。また、情報社会の中で、生活や文化・環境を思考しながら、工学デザインへの一歩として理解し、
個性ある能力を高める。

授業の進め方・方法

注意点 美術は自己をしっかり見つめ、自分を表現する。身近な生活の中造形に興味を持ち、楽しむ。与えられた課題は最後ま
で取り組み、根気や忍耐力を発揮すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 １　美術・デザインの概念 美術・デザインの意識を理解して美術に取り組む心構
えができる。

2週 ２　色彩（色相環・三属性） 色彩（色相環・三属性）を理解することができる。
3週 ２　色彩（色相環・三属性） 色彩（色相環・三属性）を理解することができる。
4週 ２　色彩（色相環・三属性） 色彩（色相環・三属性）を理解することができる。

5週 ３　ポスターデザイン ポスターデザインの目的を理解し、条件を把握し、発
想し、色彩選択してポスターをデザインする。

6週 ３　ポスターデザイン ポスターデザインの目的を理解し、条件を把握し、発
想し、色彩選択してポスターをデザインする。

7週 ３　ポスターデザイン ポスターデザインの目的を理解し、条件を把握し、発
想し、色彩選択してポスターをデザインする。

8週 ３　ポスターデザイン ポスターデザインの目的を理解し、条件を把握し、発
想し、色彩選択してポスターをデザインする。

2ndQ

9週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

10週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

11週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

12週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

13週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

14週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

15週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

16週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

後期 3rdQ

1週 ４　平面構成 バランスの取れた平面構成をし、調和のとれた色彩構
成をすることができる。

2週 ５　工業デザイン（立体） 機能的な形と美しさの調和を考えて、造形し、着色す
ることができる。

3週 ５　工業デザイン（立体） 機能的な形と美しさの調和を考えて、造形し、着色す
ることができる。

4週 ５　工業デザイン（立体） 機能的な形と美しさの調和を考えて、造形し、着色す
ることができる。

5週 ５　工業デザイン（立体） 機能的な形と美しさの調和を考えて、造形し、着色す
ることができる。



6週 ６　鉛筆によるデッサン 対象を観察して、それを素描で表現することができる
。

7週 ６　鉛筆によるデッサン 対象を観察して、それを素描で表現することができる
。

8週 ６　鉛筆によるデッサン 対象を観察して、それを素描で表現することができる
。

4thQ

9週 ６　鉛筆によるデッサン 対象を観察して、それを素描で表現することができる
。

10週 ６　鉛筆によるデッサン 対象を観察して、それを素描で表現することができる
。

11週 ７　静物画 静物を観察し、どう表現するかを考えて、画面構図・
着色することができる。

12週 ７　静物画 静物を観察し、どう表現するかを考えて、画面構図・
着色することができる。

13週 ７　静物画 静物を観察し、どう表現するかを考えて、画面構図・
着色することができる。

14週 ７　静物画 静物を観察し、どう表現するかを考えて、画面構図・
着色することができる。

15週 ８　美術・デザインのまとめ 美術・デザインのまとめとして、絵画などを鑑賞して
作者の意図が理解できる。

16週 ８　美術・デザインのまとめ 美術・デザインのまとめとして、絵画などを鑑賞して
作者の意図が理解できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 小テスト レポート・課題 発表 その他 合計
総合評価割合 0 0 70 0 30 100
基礎的能力 0 0 70 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 日本語総合
科目基礎情報
科目番号 0107 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 高専日本語アビリティⅠ（山田印刷）/級別漢字学習7級~2級（東京法令出版）
担当教員 錦織 浩文
到達目標
１．漢文に触れ、中国文化との関係を含む日本文化への理解を深め、親しむことができる。
２．日本語で情報を収集・選択・構成し、論理的にコミュニケーションをとることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 未到達レベル

到達目標1
漢文についてリズムや韻を味わい
、大意を踏まえて暗唱することが
できる。

漢文についてリズムや韻を味わい
、暗唱することができる。

漢文についてリズムや韻を味わい
、大意を踏まえて暗唱することに
欠ける。

到達目標2
表現スキルを効果的に用い、論理
構成を意識した文章表現、及び発
表ができる。

表現スキルを用い、論理構成を意
識した文章表現、及び発表ができ
る。

表現スキルを用い、論理構成を意
識した文章表現、及び発表に欠け
る。

学科の到達目標項目との関係
本科教育目標 （A)
教育方法等
概要 日本語の表現に関する基礎知識を理解し、論理的なコミュニケーション能力を養うことを目的とする。

授業内容は、文章表現に関する学習・練習を基本とする。また、表現力・理解力を育むために漢字学習を行う。
授業の進め方・方法
注意点 毎時間の冒頭に「読書の時間」を設けるので、各自で本を用意すること（漫画、雑誌、テキストを除く）。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス シラバスにより、到達目標、評価割合、達成度基準等
を理解する。

2週 文書作成（履歴書） 適切な言葉遣い、構成法を用いて履歴書を作成するこ
とができる。

3週 文書作成（履歴書） 適切な言葉遣い、構成法を用いて履歴書を作成するこ
とができる。

4週 文書作成（履歴書） 適切な言葉遣い、構成法を用いて履歴書を作成するこ
とができる。

5週 敬語 尊敬語、謙譲語、丁寧語を用いて、適切な敬語を使用
することができる。

6週 敬語 尊敬語、謙譲語、丁寧語を用いて、適切な敬語を使用
することができる。

7週 敬語 尊敬語、謙譲語、丁寧語を用いて、適切な敬語を使用
することができる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 詩歌作成（俳句） 俳句の形式に則り、俳句を作成することができる。
10週 詩歌作成（俳句） 俳句の形式に則り、俳句を作成することができる。

11週 文書作成（通信文） 通信文の形式に則り、通信文を作成することができる
。

12週 文書作成（通信文） 通信文の形式に則り、通信文を作成することができる
。

13週 文書作成（通信文） 通信文の形式に則り、通信文を作成することができる
。

14週 詩歌作成（短歌） 短歌の形式に則り、短歌を作成することができる。
15週 詩歌作成（短歌） 短歌の形式に則り、短歌を作成することができる。
16週 前期期末試験

後期

3rdQ

1週 発表（ＰＯＰを用いた本の紹介） ＰＯＰを作成し、本の魅力を発表することができる。
2週 発表（ＰＯＰを用いた本の紹介） ＰＯＰを作成し、本の魅力を発表することができる。
3週 発表（ＰＯＰを用いた本の紹介） ＰＯＰを作成し、本の魅力を発表することができる。
4週 発表（ＰＯＰを用いた本の紹介） ＰＯＰを作成し、本の魅力を発表することができる。

5週 文章作成（小論文） 問題提起、予想反論と反証を含む四段構成の小論文を
作成することができる。

6週 文章作成（小論文） 問題提起、予想反論と反証を含む四段構成の小論文を
作成することができる。

7週 文章作成（小論文） 問題提起、予想反論と反証を含む四段構成の小論文を
作成することができる。

8週 後期中間試験

4thQ
9週 文章作成（超短文） テーマに沿った効果的な短文を作成することができる

。

10週 文章作成（超短文） テーマに沿った効果的な短文を作成することができる
。



11週 文章作成（超短文） テーマに沿った効果的な短文を作成することができる
。

12週 漢文（漢詩・格言） 漢文訓読の語調を味わい、暗唱することができる。
13週 漢文（漢詩・格言） 漢文訓読の語調を味わい、暗唱することができる。
14週 漢文（漢詩・格言） 漢文訓読の語調を味わい、暗唱することができる。
15週 漢文（漢詩・格言） 漢文訓読の語調を味わい、暗唱することができる。
16週 学年末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 5 0 0 20 5 100
基礎的能力 70 5 0 0 20 5 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 倫理
科目基礎情報
科目番号 0108 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 高等学校倫理(第一学習社)/講義中に，適宜，紹介します．
担当教員 藤居 岳人
到達目標
1． 日本とは異なった外国文化等，倫理・思想に関する基礎的な知識について説明できる．
2． 「ものづくり」に関する調査を通して，技術者と倫理との関係について基礎的な内容を説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 倫理・思想に関する基礎的な知識
について詳細に説明できる．

倫理・思想に関する基礎的な知識
について，その概要を説明できる
．

倫理・思想に関する基礎的な知識
について，十分に説明できない．

評価項目2
調査レポートの論旨が明快で，そ
の内容について詳細に説明できる
．

調査レポートがまとまっており
，その内容について十分に説明で
きる．

調査レポートの論旨が明快でなく
，その内容について十分に説明で
きない．

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
本科教育目標 （A)
教育方法等

概要
我々人間は社会の中で生活している関係上，自己実現を果たしながら，なおかつ他者とうまく折り合いをつけてゆく必
要があります．自己と他者との間の，共感できる点や異質な点について自分なりに考えるところに「倫理」が生まれま
す．本講義では，自己と他者との関係について自分で考えるための材料を提供してゆきたいと思います．また，「もの
づくり」に関する調査を通して，技術者としての基本的倫理観について考えてもらいたいと思います．

授業の進め方・方法

注意点
1.成績評価とも関連しますが，講義で述べたことについて定期試験・中間試験で確認する方針なので，「講義をしっかり
聴く」ことを心がけてほしいと思います．
2.「ものづくり」に関する調査は，前期・後期にそれぞれ実施します（時期は適宜）．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 「倫理」とは？ 本来の「倫理」について，説明できる．

2週 ギリシアの思想 自然哲学者・ソクラテスらの倫理観について，その概
要を説明できる．

3週 ギリシアの思想 自然哲学者・ソクラテスらの倫理観について，その概
要を説明できる．

4週 ギリシアの思想 自然哲学者・ソクラテスらの倫理観について，その概
要を説明できる．

5週 ギリシアの思想 プラトン・アリストテレスらの倫理観について，その
概要を説明できる．

6週 ギリシアの思想 プラトン・アリストテレスらの倫理観について，その
概要を説明できる．

7週 ギリシアの思想 プラトン・アリストテレスらの倫理観について，その
概要を説明できる．

8週 【前期中間試験】

2ndQ

9週 「ものづくり」に関する調査1 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

10週 「ものづくり」に関する調査1 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

11週 「ものづくり」に関する調査1 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

12週 キリスト教 ユダヤ教と現代史との関係について，その概要を説明
できる．

13週 キリスト教 ユダヤ教と現代史との関係について，その概要を説明
できる．

14週 キリスト教 イエスの倫理観の概要について説明できる．
15週 キリスト教 イエスの倫理観の概要について説明できる．
16週

後期 3rdQ

1週 イスラム教 イスラム文化と現代の関係について，その概要を説明
できる．

2週 イスラム教 イスラム教の倫理観について，その概要を説明できる
．

3週 イスラム教 イスラム教の倫理観について，その概要を説明できる
．

4週 インドの思想 インド人の思想の特徴について，その概要を説明でき
る．

5週 インドの思想 インド人の思想の特徴について，その概要を説明でき
る．

6週 インドの思想 ゴータマの思想について，その概要を説明できる．



7週 インドの思想 ゴータマの思想について，その概要を説明できる．
8週 【後期中間試験】

4thQ

9週 「ものづくり」に関する調査2 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

10週 「ものづくり」に関する調査2 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

11週 「ものづくり」に関する調査2 調査を通して、技術者と倫理とについて，自分の考え
をまとめて表現できる．

12週 中国の思想 儒家の倫理観（孔子の思想を含む）について，その概
要を説明できる．

13週 中国の思想 儒家の倫理観（孔子の思想を含む）について，その概
要を説明できる．

14週 中国の思想 道家の思想について，その概要を説明できる．
15週 中国の思想 道家の思想について，その概要を説明できる．
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 30 0 100
基礎的能力 70 0 0 0 30 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 理科総合
科目基礎情報
科目番号 0109 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 総合物理1（数研）、科学基礎（第一学習者）、地学基礎（数研）、生物基礎（啓林館）
担当教員 平山 基
到達目標
1．工学、自然科学で対象とする量や単位について、基本的な取り扱いができる。
2．物理学の基礎事項について学び、ニュートンの3法則を用いた計算を行うことができる。
3．身の回りにある物質やその変化・性質を理解するため、物質の構成などの基礎を理解できる。
4．地球の表層や内部構造について理解し、プレート境界での地震活動について説明できる。
5．生物の進化や多様性・生態系について理解するとともに、地球環境問題の原因や保全対策について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
工学、自然科学で対象とする量や
単位について、原理を理解し、基
本的な取り扱いができる。

工学、自然科学で対象とする量や
単位について、基本的な取り扱い
ができる。

工学、自然科学で対象とする量や
単位について、基本的な取り扱い
ができない。

評価項目2
物理学の基礎事項について説明で
き、ニュートンの法則を用いた定
式化および計算を行うことができ
る。

物理学の基礎事項について説明で
き、ニュートンの法則を用いた初
歩的な計算を行うことができる。

物理学の基礎事項について説明で
き、ニュートンの法則を用いた初
歩的な計算を行うことができない
。

評価項目3
身の回りにある物質やその変化・
性質を理解するため、物質の構成
などを説明できる。

身の回りにある物質やその変化・
性質を理解するため、物質の構成
などの基礎を理解できる。

身の回りにある物質やその変化・
性質を理解するため、物質の構成
などの基礎を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　理科の総合的学習を通じて、自然現象を系統的、論理的に考えていく能力を養い、広く自然現象を科学的に解明する
ための見方、考え方を身につける。物理・科学・生物・地学は工学を学ぶための極めて重要な基礎であり、多くの分野
において科学技術の発展に欠かせない知識・素養を身につけることを目的とする。

授業の進め方・方法
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 有効数字 数値の取り扱い方を理解し、有効桁数を考慮した数値
の計算ができる。

2週 有効数字 数値の取り扱い方を理解し、有効桁数を考慮した数値
の計算ができる。

3週 数値と単位 数値の意味を理解し、種々の物理量に単位を付けるこ
とができる。

4週 物体の運動 物体の位置・速度・加速度の関係を定式化でき、それ
ぞれの量を計算できる。

5週 物体の運動 物体の位置・速度・加速度の関係を定式化でき、それ
ぞれの量を計算できる。

6週 物体の運動 物体の位置・速度・加速度の関係を定式化でき、それ
ぞれの量を計算できる。

7週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

8週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

2ndQ

9週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

10週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

11週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

12週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

13週 運動の法則 運動方程式を立て、物体にかかる力や加速度を計算で
きる。

14週 宇宙と地球 地球の外観について理解し、地球表層や内部の地学的
事象を説明できる。

15週 大気と海洋 地球の大気圏、水圏での基礎的な現象を説明できる。
16週

後期 3rdQ

1週 科学と人間生活 科学が物質を対象とする科学であることが理解できる
。

2週 物質の構成 原子の構造及び電子配置と周期律との関係が理解でき
、物質について微視的な見方ができる。

3週 物質の構成 原子の構造及び電子配置と周期律との関係が理解でき
、物質について微視的な見方ができる。

4週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。



5週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

6週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

7週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

8週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

4thQ

9週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

10週 物質の変化 科学反応の量的関係が理解でき、日常生活と関連付け
て考察できる。

11週 生物進化と生物多様性 生物の構造を知り、進化や多様性について理解できる
。

12週 人間活動と地球環境の保全 生態系の構成要素とその関係について理解し、地球環
境問題の原因と影響、保全対策について説明できる。

13週 人間活動と地球環境の保全 生態系の構成要素とその関係について理解し、地球環
境問題の原因と影響、保全対策について説明できる。

14週 [定期試験および返却]
15週 [定期試験および返却]
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 0 0 0 20 30 100
基礎的能力 40 0 0 0 20 0 60
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 10 0 0 0 0 30 40



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 英語A
科目基礎情報
科目番号 0110 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教養 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 高校総合英語 Harvest 3rd Edition アプローチノート付、 暗証例文付　鈴木希明　桐原書店/Sonic Reading Stage1 の
とう修　桐原書店

担当教員 藤井 浩美
到達目標
１．教科書で学ぶ基本的な英文法の概念を理解できる。
２．教科書で学ぶ基本的な英文法の知識を応用できる。
３．文全体の意味を把握しながら、必要な情報を見つけることのできる速読力を身に着ける。
４．教科書で学習した語彙・熟語を理解し、運用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
教科書などの教材で学習した文法
を適切に文脈の中で理解し、説明
できる。

教科書などの教材で学習した文法
を適切に文脈の中で理解できる。

教科書などの教材で学習した文法
を適切に文脈の中で理解すること
が困難である。

評価項目2
教科書などの教材で学習した文法
知識を応用して、１００語程度の
英作文ができるようになる。

教科書などの教材で学習した文法
知識を応用して、１文単位で簡単
な英作文ができる容認ある。

教科書などの教材で学習した文法
知識を応用することが困難である
。

評価項目3
３００語程度の英文を速読し、必
要な情報を探しだし、要点をまと
めることができる。

３００語程度の英文を速読し、必
要な情報を探しだせる。

３００語程度の英文を速読し、必
要な情報を探しだすことが困難で
ある。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 英文法の理解を通じて英語基礎力を固め、英語の４技能（読む・聞く・書く・話す）を総合的に伸ばす。また、速読演

習を通して読解力を向上させるとともに語彙力を増強させる。
授業の進め方・方法

注意点
１．プリント類やノートを日頃からキチンと整理しておくこと。（専用ファイルを用意することが望ましい）
２．授業には必ず辞書（電子辞書可）を持ってくること。
３．提出物の期限は厳守すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション シラバスの内容及び学習方法を理解する。
2週 英語の語順 各文法項目の概念を理解する。
3週 英語の語順 各文法項目の概念を理解する。
4週 時制 各文法項目の概念を理解する。
5週 時制 各文法項目の概念を理解する。
6週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
7週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 完了形 各文法項目の概念を理解する。
10週 完了形 各文法項目の概念を理解する。
11週 助動詞 各文法項目の概念を理解する。
12週 助動詞 各文法項目の概念を理解する。
13週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
14週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
15週 前期末試験
16週

後期

3rdQ

1週 受動態 各文法項目の概念を理解する。
2週 受動態 各文法項目の概念を理解する。
3週 不定詞 各文法項目の概念を理解する。
4週 不定詞 各文法項目の概念を理解する。
5週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
6週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
7週 後期中間試験
8週 動名詞 各文法項目の概念を理解する。

4thQ

9週 動名詞 各文法項目の概念を理解する。
10週 分詞 各文法項目の概念を理解する。
11週 分詞 各文法項目の概念を理解する。
12週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
13週 Sonic Reading Stage1 英文速読を通して速読力を強化する。
14週 学年末試験
15週 答案返却
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 0 0 0 20 20 100
基礎的能力 60 0 0 0 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


